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ＣｌＩ） Ｅ Ｆ ＧＩｊ１１ＩＢ ＣｌⅧ,:,然斉IillrlLOOO1,.,251, 1.50011.6672５０１１．３３３ 1．８７５．２
平均１|(卉腋’1.00011.12211 2６０１１．３２５ 1.49811.68211.88812.000
｢音」揚波全11$から引川）(小幡重
均もであにでのと生れ音が１１５にき
番艸＄そ納塑雌川藏舩忠で;蓬１１i灘iii鱗織成後十二不、‘でなら大一き児i1SXの半る棚可'ＡＩ卉あ難派余あｌＭ,婆、原に（〕麺能定はる点生脊つで×素こ；＄:憲撚l1i曇t↓【iilt嘘１１１（ｆ鮒鯉糸澱上甑蹄ろ衙繋li鰯騨；澱;)春＃＃,:鰍ボ｜'亀溺州：“蕪Mijii2鰔臘“奔塁ＭｌＩｉ
吃
？
ことによって（奇数倍幸口は新しい宵を生みだす）、皿の青がえられる。このｎ番目の恥士ｎ脚は㈹のｃ宵よりもピタゴ
ラス・コンマ分商い。したがって、純正５度の％よりもピタゴラス・コンマの脇だけさしひいた５度幸川を通れてゆ
くと、⑫番Ｈの恥立川は㈹のｃ青と等斉程となる。このような手つづきで得られた、の青をオクターブ内にならべると
皿半幸川の齋階が成立する。半士脚秘が汀、全普が町の吝瀧で、これによって移調に伴う不都合は解澗されることにな
（４）
る。だが、そのために、この幸Ⅲ階は表①に見るような、Ⅱ然的全土ｎ階から机当に逸脱する立川階となる。オクターブのみ
が自然的全斉階に合致し、５度土ｎのＧがほぼ近似し、３度のＥ音において机当なズレをみせている。このズレは、両
打が順次鳴らされれば脈ちに矼覚できるものであり、しかも自然的全脊階の３度のほうが協和度が荷いことが直ちに
認定できるものである。それでいてこの土Ⅲ階が使川されるのは、移調上のメリットもさることながら、３度という協
和垂Ⅱ綴がたんに併卉列に依るだけでなく、すでに「調性」という汗楽言語のなかで、他の斉凝との差異性をつうじて
画
定
さ
れ
る
吝
瀧
で
あ
る
か
ら
だ
。
平
均
律
の
災
３
度
の
鞠
き
に
含
ま
れ
て
い
る
濁
り
は
、
矩
３
度
脊
澱
と
の
緬
別
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
いのである。歴史的にみれば、、然的全土Ⅲ階が平均律に先行して成立した。そのため平均律士同階も、然的全脊階のも
（５）
たらす「調性」という規約性に依拠して川いられた。だが平均律音階ｎＭ体は、オクターブ十一一半立川の均等分劉という
原理からも知られるとおり、オクターブ以外は、自然的全音階に背理する要素を元来含んでいることも砿かなことで
ある。平均律十二齋々略として、オクターブ七音の全音々階の「調性」という規約を故乗する可能性をも含んでいた
の
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
を
脊
楽
言
語
と
し
て
体
系
的
に
と
り
あ
げ
た
も
の
が
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
十
二
脊
主
義
で
あ
る。毒川楽史をみると、バッハの「平均律クラヴィーァ」第一巻の出版が一七二二年であり、シニーンベルクによる、
帯技法の妓初の作Ⅲ叩「五つのピアノ曲」が一九二三年に初演された。この二○○年の歳川を、、然的全奔Ⅲ階の形成に
斉
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
「
意
味
」
六九
脊楽における「体系」と「意味」
七
○
要したおよそ六○○年余りの、また旋法「体系」の確実に二千年は越えると思われる歴史とを比較するとき、「調性」
音
楽
に
固
有
の
問
題
性
が
瞥
見
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第一に、自然的全脊階自体が倍普列に即した和普とそれ以外の人為的な和音との危ういバランスのうえに成立する
音
階
で
あ
る
。
そ
の
短
普
階
に
す
で
に
し
て
、
「
調
性
」
を
瓦
解
さ
せ
る
モ
メ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
わ
ず
か
二
○
○
年
の
間
に
次
々
と
転
変
す
る
有
様
は
、
「
調
性
」
と
い
う
元
来
は
倍
音
列
に
準
拠
す
る
規
約
性
が
次
第
に
人
為
的
規
約
性
に
娠
換
し
て
ゆ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
秘
は
、
「
洲
性
」
の
規
約
性
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
、
脊
梁
的
意
味
を
解
説
で
き
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
か
ら
の
漸
次
の
逸
脱
こ
そ
が
評
溌
趣
味
論
の
銚
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
だ
が
、
さ
し
ず
め
そ
の
「
調
性
」
の
規
約
性
の
内
存
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
「訓性」は川主脊とそれを起点とする旋法によって、②その旋法の各青を素材として、その旋法を支える三和背に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
近
代
和
声
将
楽
に
お
い
て
は
、
平
均
律
の
十
一
一
半
脊
の
そ
れ
ぞ
れ
を
起
点
と
す
る
十
二
の
長
調
と
短
調
が
あ
る
。
旋
法
は
諮
例
②
の
二
秘
の
み
（
短
音
階
の
ヴ
ァ
リ
ァ
ン
ト
は
後
述
）
で
、
両
者
の
扣
異
は
主
脅
と
第
三
青
の
音
程
が
長
３
度
か
短
３
度
の
相異であり、和声関係の位樋づけの相異である。旋法は二種類しかなく、ピッチを別にすれば、いずれの調性におい
ても同一であるが、相互の調性が、倍音列に由来する位階関係によって、有機的に結びつけられている。「謝性」青楽
、
勺
▽
勺
は、或る「訓性」において展開されるだけでなく、「調性」机互の近籾側係學とふまえて股洲される音楽的形象なので
は、韮
ある。
３
洲列③
脅楽における「体系」と「意味」
誹例④
以下、まず長音階について述べ、次いで短音階について、蛾後に訓性の
相互関係を略述しよう。この記述は、和声学的水準からすれば大まかであ
ることを免れがたいが、ここでの記述の眼目は、倍脊列的な青秩序と和声
音楽の「体系」との差異と関連を明示するところにある。長音階がⅢ発点
に
な
る
の
は
、
こ
れ
が
傭
脊
列
的
脊
秩
序
へ
の
関
述
度
が
岐
も
満
く
、
そ
の
意
味
で
「調性」の原型ともいえるからである。
長春階の脊列は、（ハ長調を例にとれば）諮例③のとおりで、このうちＩ
（主和脊弓。。｝。）、Ｖ（属和脊」○且口目［）、Ⅳ（下屈和脊、二圧・目ロロ日）が
調
性
の
規
定
に
主
た
る
役
判
を
染
ず
。
こ
の
三
者
の
み
が
第
三
倍
音
と
第
五
倍
音
で
つ
く
ら
れ
た
、
艇
も
協
和
度
の
商
い
、
長
３
和
音
で
あ
る
（
こ
の
た
め
自
然
三
和
青
と
も
呼ばれる）。－が主晋を支える和音で、これが音楽的形象の起点と終止を
満表示する。－を中心として、Ｖ、Ｎとの対立関係こそ調性音楽の時間的巡
行のダイナミズムの埜本原理である。これは聴覚との関係からいって廿否
できよう。右の三つの長３和音は、孤立して発脊されれば、その協和性ゆ
え
に
、
同
じ
も
の
と
し
て
聴
え
る
だ
け
だ
が
、
三
者
が
時
間
的
巡
行
の
な
か
で
シ
ー
ク
エ
ン
シ
ァ
ル
に
発
脊
さ
れ
る
と
き
、
Ｉ
に
た
い
す
る
Ｖ
と
Ⅳ
の
対
立
性
と
牽
引
性
の
知
覚が容易である。というのは、両者はＩにたいして五度関係にあるからだ。
（」
七一
騒一＝季＝Ｉ
｡－゛
‘一二二一
凪
七 和
ﾀ６１ミ韮いＴｌＩＶｌｌとる先すの安血係）l『す
党ソ脊和う汗の合も全ぎ還定複性斉な
印クか７１ｉ不こ減むの協な帰とさに楽わ
象たらＷｆ安そ三人で和いに終れも｜こち
がら７楽定は和為あ音たよ」こたとお、、し度にゆ、脊的るはめつの主ずいＩ汗弱めとおえＩにな。、にて１１】汗〈ての楽辮Ｉｉｌ:;!;#iii鰯i1i;ｆ和で和こ家Ｉは和は、」l：がわる行」ヒヘ体鳶瀦測｜繩鮒Ⅱ1Ni蕊惚祷'ｷｌＭｉｆ解。むのれＶ三の三ＶＩ熱さがとＶ令とと馴漏繩鰄蝉＃}“ご名晟,;鰄瀕繩fjiii蝿２WⅦＷ雌Ｍｉ－との不力１１と行含おむ、わ印ち宵るＩも
こり脇え紬のまいがⅥ｜ら象５の、の強
ろズ和てび過ずて、の力、を度５こ、い
かム齋、つ程、成第減で与下度のそ響ら法群そ〈で人立Ｊ１：三、え行下調れきもではれ。、為す陪和こる｜土行性も－
判は、にそ的る宵卉のの、｜この）,l；がｉｉｉ雛ｉｉ崎｜纈脂厚&將鯏Ｘお例斉汗’'１１３三ま別和１Ｖ（（てへＩ韮0ＥＢＩｌｉｉ綴jWﾅﾐ灘｜蔑諄墓|iii鳶不れ差イ丁伏ｉｉｉでそと上１分に訓つあ協ら異音をねあれと気のの帰性てり和の性のもたるども変５な蒜のの、斉不と３た不へこに終度かす長、ま群協対度ら協ころ、」ヒーヒでる７下たの和立斉す和のか他上行｜:Ｉ志度行１Ｖ意斉性秘７１１粁た（}ｻﾞのとは己｜イリ汗巡の義Ｉこのを濟瀧め卉不呼、とと－行第は強た飯でで汀（系協ぱＩＶＪ４をのが三111’1,1めねああ’１(ｉ列和れＩ４１な合短本倍大かにたりる三に齋るらるせ２来青であ、四、。和議程のの最も度的が
あた宵和１１’だ脊場とで倍もつ」名でＩ鮪iiiiii1i益織雰：窪灘磐和、行いＩ土、ぱな性・へき、つはで一脅緊をら減ＩⅡれいをさのがこて、あは帳グオし５，る純１Ｍ；て；鯵、と、こる、しイる度Ｖ’て３定右行’さ’の。そたナ。との度すのにへらの’'１１和
元行帝れ他こらはｆｌｌ調のにん定れ来上、ら災調のは短汗に櫛移迩さす目は推椅の際のた災７のお成行要てる体
そ移斉調のＩｕｉめ７度みいにすな、こで，的と性帝七に度とはておる役先とは齋いにい気楽利一の１１１）、、い際劉Ｉこにた楽う川つ体形卉般帝４当別て’こをふよん偲性いた系象を'１，程度該なはし采れつなけ質る規一に川にをへ認１機、ばすたてるるの（｝定にあいいな減性能たし。四、音司も法をおつるつす５１こへだぱこ和始響{１ｓのに受けてこて脊度の例ひ使の斎め学系でとけるはと、－－みえとわＴＩＩのて的
些あどるIilli、にＶののＩｌｉｌぱつれ青な斉現
瀦鱗iI;;鰄騨鐸
が同音、もれD行聴をのかう調Ｖりま、時は是のをもと覚採Ｉ現の性のえる
い的、３以媒Ｖ７基印リ、わはのうたが
ずに場和外介へ帝象、Ｖれ、１１えの、
れ発令齋ににｶﾊﾞのがまはな－，己｜こで短
に帝に、も他七５波た、いこ’両１機あ３しさよ矩、綱一度１９：機卜かの一成る和
研？;,総｜肝繩iIiii洲讐鳶.ｒ
、和は音旋調［にる波のあへは砿るい
薙卉へ、行すのよがず１ＶるＣ、係、う帝のと４のる逆つ、る、完宵すい人
錦讓ｿ製li1i鮒ｒ轍,：１他雌ｉｊｌｉｉｉ三によと次と方主へ長１２イ『める和
算製lliiliiifキ鯉懲ili1k榊'弓鼎鷲と込、係さ瀬しの調いう音素ま和、hli灘Ｉ蕊1i’三。＄刺使る、たのりに戒み的うと上和４１‐しわ。他い齋でたの１１１にえの二卉和＝ゆれ力へで、い形ねまで側
の青うる、ん、こしでとた、係イ１１１:｜旋脊が途荷主の、、い全た性
ｎ体↑|ｔ、、’'１い帝和ルｊｉ別うｉｌｉｉいを
のが逃逸そで゜か齋七なこ的へ画
音楽における「体系」と「意味」
七
四
関
係
と
そ
れ
ら
に
よ
る
他
の
諸
和
音
の
関
係
と
の
画
定
こ
そ
が
、
長
商
階
の
垂
、
楽
的
形
象
の
根
木
原
則
で
あ
る
。
短
脊
階
の
脊
列
は
（
イ
獅
調
を
例
に
と
れ
ば
）
譜
列
⑤
の
と
お
り
で
、
そ
れ
は
譜
例
⑤
の
三
和
汗
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
脊
索
材
自
体
は
ハ
長
調
と
共
通
す
る
が
、
斉
程
の
配
列
と
和
声
関
係
が
異
な
る
。
短
音
階
は
長
音
階
の
よ
う
な
倍
音
列
に
由
来
す
る
規
約
性
に
則
し
た
ものとは必しもいえない。むしろ、長音階に準じて、それと対比的に設定された和声を前提とする音階である。長調
において副次的和音であった短三和迄川が主要一一一和音となり、長調の主和斉が副次的役割を占める。頬幸同階の主要三和
北
川
の
ｌ
、
Ⅳ
、
Ｖ
の
機
能
は
長
音
隣
の
そ
れ
に
祁
じ
て
考
え
て
よ
い
。
但
し
、
そ
の
人
為
性
に
注
Ⅱ
す
べ
き
で
あ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
うに、この主要三和青の三度を構成する頬二度音は、長音階の一一一度脊のように倍音原則では正当化できない。これを
主
要
三
和
音
と
す
る
設
定
は
、
長
音
階
と
の
対
比
的
知
覚
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
短
音
階
の
人
為
性
は
こ
れ
に
つ
き
な
い
。
そ
れ
は
導
宵
機
能
と
属
七
和
音
の
機
能
に
か
か
わ
る
。
「
属
七
和
音
が
ｎ
分
の
所
属
す
る
訓
を
一
義
的
に
代
表
す
る
た
め
に
は
、
臓
七
和
音
の
３
度
が
、
つ
ま
り
そ
の
洲
の
節
７
度
評
が
、
〔
主
脊
か
ら
数
え
て
〕
災
７
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
短
調
の
場
合
に
は
、
そ
の
（７）
短７度音が半幸、高められ、三和土、が要求する垂川とは違ったものにならざるをえない」。このため譜例⑤は譜例⑥の如く
訂正されなくてはならない。ｇＩｌ↓・畔によって、・壁口は主音ａの導音となり、属七和音はホ短調のＬから種別される
ことになる。短音階には、（３度と５度の分割と集織にもと．つく）自然的全音階の観点からすれば人為的なヴァリァン
トが正にある・瀞例⑦の腱椰的璽川峨である．１１畔の川に歌いにくい卿２鰹の巡行があるために１行の鵬介
ｆ
を
半
宰
、
た
か
め
て
導
音
へ
の
つ
な
が
り
を
歌
い
や
す
い
音
程
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
変
更
に
よ
っ
て
、
和
斉
も
ま
た
全
脊
階
的
観点からみると人為的な和音が更に輩出してくる。長音階の三和音と自然的短音階と和声的短音階と旋律的短音階の
音階固有宵列から、雑音・三度・五度の構成で成立する三和音を列挙したものとを比較した譜例⑧を参照してみよう。
譜例⑤rWIli的短洲
譜例⑤′音楽における「体系」と「意味」
Ｉ(短）Ｉ[(減)Ⅲ(箕）Ⅳ(髄)Ｖ(短)Ⅵ(長)Ⅶ(腱）
譜例⑥和声的短音階
摩ニニニーニニー意一一
譜例⑦（及斉階）（蹴青階）
(陵）（短）（短）（腿）（災）（短
ＩⅡⅢハ’Ｖ１１
(減）
Ⅶ
(災）（jiii）（短)(長）（短）（１２）（１２）（減）（長）（減）
ⅢｌＶＶⅥⅥ
短）（減）
ＩⅡ
右
の
記
述
は
長
音
階
な
ら
び
に
短
音
階
に
通
底
す
る
「
調
性
」
の
原
理
で
あ
っ
た
。
和
声
脊
楽
で
は
、
十
二
半
齋
を
起
点
と
し
て
十
二
づ
っ
の
健
訓
と
炳
調
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
扣
兀
の
調
性
の
間
に
や
は
り
倍
音
列
に
由
来
す
る
有
機
七五
長音階において七種、短卉階において十三砿の和脊
が成立するが、前者にあっては、Ⅶのみが倍脊列の
成
分
を
含
ま
ぬ
斉
程
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
後
者
に
あ
っ
て
は、旋法上の都合で生ずる和音を入れると、実に五
種類ものそうした和音が生じてくるのである。短音
階は、主和脊の設定とその扣互の関係自体が、長吝
階を模したものにすぎず、洲的な安定性を欠くのだ
が
、
こ
う
し
た
和
音
群
の
た
め
に
、
そ
の
調
的
安
定
性
が
い
っ
そ
う
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め
に
ま
た
、
「調性」音楽の歴史が展開するにつれて、「調性」か
ら
の
不
断
の
逸
脱
の
た
め
の
蝋
痢
な
宝
服
と
も
な
っ
て
、
齋
楽
的
意
味
を
活
性
化
さ
せ
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
旅〃Ｌザノノーー、畑１１‐ｌ～八
川
汗
カ
ー
ｌ
制
１
１
和
カ
ザ
１
＃
・
イ
ー
１
，
，
０
－
－
》
０
Ｉ
制
Ｉ
Ｌ
げ
く
‐
、
ｂ
、
の
並
行
調
た
る
二
短
調
と
水
知
調
が
加
わ
っ
て
、
ハ
及
調
の
６
６
「近親調」を構成する。一」の近親調は、ハ長調のⅡ、
Ⅲ、Ⅳ、Ｖ、Ⅵを主斉とする調性関係ともいえる。ハ短調を起点にとれば、変ホ長調が並行調で、上属調がト短調、
下
属
調
が
へ
短
調
、
属
訓
の
並
行
調
が
変
ロ
長
調
と
変
イ
長
調
で
あ
る
。
近
親
調
の
関
係
に
お
か
れ
た
調
性
扣
互
の
間
で
は
、
起
点
と
な
る調性の固有和音が、機能をかえて、近親調の固有和音でもあるため（例えば、ハ長調のｌはト長調のⅣに、へ長調
の
Ｖ
に
相
当
す
る
）
に
転
調
が
容
易
で
あ
る
。
こ
の
転
調
は
、
元
来
が
倍
音
列
的
な
調
性
の
位
階
構
成
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
が
故
に
全脊階的転調ともよばれる。「調性」概念が全音階的規約性から自由になり、土Ⅲ階固有音列のみならず幾多の半音階
音楽における「体系」と「意味」
ｋノＪＪｌｌｃ ##＃'<if二,j二Jhlijji:：
l##ｌｌＷ
ｂＷ
(KAIM1iH・タト崎幹二r和jII学の原理と実習』
汗楽之友社1`18F(よりり|川）
が○長ｉ調内左書」名的
A3ii'ザ＃Ｍ耐ＲＭ調を短の悌小がた度係、起洲長で文下もＩＭＭが
下点で綱あ字方の図介
ｌＩｊｌとあとるの５がに在
ｉｉＭｌすつ短。｜'１度、端し
がれて調Ｃ周一イ|Ｉ的て
愈叫ｉＩｉＭｌＭｉ環卍県：鯛イイテ合ａ様に５め。
、術ｉ調せ、のあ度さこ
そｉｉＭｌとはＧＩＩ：るへれの灘ＩＭｌｌｉ鴇紳ＩＭ当戦i1iq鰍鮒擶上月Ｌ:ilIlllIi豐懲雲ハ
川瓜ｌミナ（’たD度字調
調鋼調る！矩、、で，
「音楽的意味」の探究は、調性卉楽の股附とともに問有の問題性として立ち呪われてきたものと思われる。箭莱を
伴う多くの旋法立川楽にあっては、言葉を手がかりにして、脊楽の意味作川についての解読を加えることもいちおう可
能であろう。だが、言莱を伴わぬ音楽、とくに器楽音楽についてこれをあてはめるわけにはゆかない。その困雌が汗
（８）
楽的意味の固有の水準を問うことを不可避としたのである。しかも、その問いへの解棒は、はなはだ容易ならざると
背楽における「体系」と「恋味」
七七
瀞
を
Ⅲ
い
る
段
階
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
五
度
関
係
の
階
悌
か
ら
は
遠
い
、
巡
隔
調
へ
の
転
調
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
全
脊
麟
的な訓性の机亙関係と、フレーズ（楽句）の転調にとどめず、楽曲形式に耐川したのが周知のソナタ形式である。ソ
ナ
タ
形
式
に
お
け
る
、
主
題
提
示
部
Ｉ
↓
腿
附
部
ｌ
再
現
部
と
い
う
進
行
の
う
ち
に
、
近
親
調
の
関
係
が
脊
楽
的
形
象
の
柵
成
約
単
位
として反映されている。第一主題が基本となる調性で提示され、次いで、第二主題はその上属調で提示される。岐開
部ではその二つの主題が、例えば、並行調や他の近親調でもってパラフレーズされ、ヴァリェーシ雪ンされる。ここ
で
は
途
中
の
護
的
な
楽
句
に
お
い
て
、
調
性
の
交
朴
ｌ
近
瀦
か
ら
叉
に
別
な
鞭
へ
も
ｌ
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
な
わ
れ
鰯
こ
と
し
ある。再現部では主題の再現が行なわれるわけだが、ここでは第一主題と第二主題の調性が交換される……という具
合である。このように或る綱性による喬楽的形象が仙鯛に鱸いても表川しうるＩ類似しながらも叢蕊する知覚印
象
を
つ
く
り
だ
せ
る
Ｉ
可
能
性
が
鯛
性
齋
楽
の
齋
素
材
を
多
嫌
に
し
、
言
葉
に
依
ら
な
い
濟
蕊
、
器
楽
脅
楽
を
全
而
的
に
開
花
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
記
述
さ
れ
て
き
た
「
調
性
」
と
い
う
近
代
和
声
音
楽
の
音
楽
的
形
象
を
律
す
る
規
約
性
は
、
な
ぜ、その音楽に意味をもたらすのであろうか。またその規約性の弛緩自体がその意味を活性化させるのであろうか。
４
春楽における「体系」と「意味」
七
八
こ
ろ
が
あ
る
。
「
楽
音
が
、
語
を
単
な
る
音
譜
か
ら
区
別
す
る
も
の
、
言
い
か
え
る
と
、
一
定
の
内
包
、
あ
る
い
は
『
辞
諜
的
意
味
』
を
（９）
欠いている」ことは明らかである。また、それは外界のなにか、感情の助きを柵写するわけではない。それは逐義的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
プ
ラ
ト
ン
以
来
直
観
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
脊
楽
は
わ
れ
わ
れ
の
感
情をゆりうごかし、われわれが脊楽になにほどかの意味作川を知覚していることは硴尖である。その意味はどこから
派生し、その感怯をゆりうごかす力はどこに由来するのであろうか。脊楽意味論はこの一一つの間に答えるものでなく
（ｍ）
てはなるまい。ここでは、Ｌ・マイャーの『土脚楽における怖動と意味』を参考にしながら、綱性士脚楽のケースを念頭
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
Ｄ
Ｂ
（Ⅱ）
まず、一方では土岡楽的形象が調性という規約に準拠していること、他力では聴き手がこの規約を了解していること、
ｂ
Ｕ
これが辮楽的コミューーケーションの前提である。但し、先きほどの頂では、その規約の蛾も原初的な形態、したがっ
て
ま
た
聴
き
手
と
し
て
も
了
解
し
や
す
い
段
階
の
形
態
に
記
述
を
と
ど
め
た
が
、
こ
の
規
約
自
体
が
次
第
に
そ
こ
か
ら
遮
ざ
か
り
可
変
し
てゆくこともここで付記しておこう。
さて、規約によって脅楽の巡行は或るプロバブルな形態を採る。主音、フレーズの小休止、楽曲の終止、そこでの
和声的展開熱々についてこれがいえよう。ハ長調のⅢであれば、多くの場合、ド、ミ、ソ、のいずれかで始まり、ド
で
終
り
、
和
声
的
に
は
大
枠
で
い
う
と
ｌ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅳ
ｌ
ｌ
と
進
行
す
る
と
い
う
曇
で
あ
る
．
プ
回
バ
ブ
ル
と
い
う
ことは、とくに川の進行の途上にあっては、一義的ということではない。或る調性の長春階の固有脊列によって旋律
が
魏
綱
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
進
行
は
多
様
で
あ
る
、
和
満
遊
行
に
し
て
も
Ｉ
例
え
ば
、
‐
は
い
ず
れ
の
和
脊
艇
も
進
め
、
Ⅱ
はｖにしか進めず、ⅢはⅥとⅣに、ＷはⅥ以外のいずれにも、ｖは－とⅥに、ⅣはⅥ以外のいずれにも巡行するＩ
と
い
う
制
約
と
多
様
性
が
含
ま
れ
て
い
る
。
か
か
る
意
味
で
プ
ロ
バ
ブ
ル
な
の
で
あ
る
。
聴
き
手
は
、
自
ら
の
規
約
性
の
了
解
に
よ
っ
て
、
聴取のさなかにあって、そのプロパブルな進行を期待しうる。音の進行自体に幾多のオルタナティブがあること、そ
して聴き手の側の期待にも幾多のオルタナティブがあること、しかもそのオルタナティブが、音の旋律的進行や和声
的
進
行
な
ど
の
音
程
的
動
き
か
ら
、
リ
ズ
ム
、
音
色
、
楽
式
的
展
開
に
い
た
る
ま
で
重
層
的
な
次
元
で
介
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
じ
い
い
Ｄ
、
の
事
情
が
、
青
の
み
の
関
係
性
の
な
か
か
ら
音
楽
的
意
味
を
創
出
し
、
感
受
す
る
こ
と
を
可
能
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
音
楽
的
意
味
の
「
意
味
」
と
は
、
何
か
を
表
示
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
マ
イ
ャ
ー
の
言
い
か
た
を
借
り
れ
ば
、
先
行
の
音
楽
的
イ
エシボデイド・ミーニング
ベントが後続の可能な幸同楽的イヴェントを含意し、示唆することから派生してくるもので、かれはそれを「現示的意味」
と
名
付
け
た
。
こ
の
現
示
的
意
味
は
、
音
自
体
が
備
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
間
軸
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
音
の
側
の
オ
、
、
ｂ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
動
き
と
聴
き
手
の
側
の
オ
タ
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
期
待
の
関
係
性
か
ら
胚
胎
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
調
性
音
楽
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
性
を
制
約
す
る
基
本
的
な
契
機
が
、
先
述
し
た
「
調
性
」
と
い
う
規
約
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
規
約
が
な
い
か
ぎ
り
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
い
う
言
い
か
た
自
体
形
容
矛
盾
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
は
そ
も
そ
も
、
あ
る
制
約
さ
れ
た
項
の
な
か
で
の
選
択
肢
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
音
の
動
き
が
余
り
に
自
由
で
あ
り
す
ぎ
る
な
ら
ば
、
そ
の
プ
ロ
バ
ブ
ル
な
進
行
を
期
待
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
し
、
青
の
動
き
を
拘
束
す
る
制
約
が
余
り
に
厳
格
で
あ
る
な
らば、その制約によって進行の形態は自明であるため、期待するという心理的機制が成立しない。ある楽曲をきくと
き
、
聴
き
手
は
、
先
行
音
か
ら
後
続
青
を
期
待
す
る
、
実
際
の
後
続
音
は
そ
の
期
待
ど
お
り
の
場
合
も
あ
る
し
、
そ
の
期
待
を
は
ぐ
ら
か
し
た
り
、
遅
延
さ
せ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
音
楽
的
時
間
の
進
行
と
は
、
聴
き
手
に
お
い
て
は
、
そ
う
い
う
期
待
の
充
足
、
遅
延
、
逸
脱
の
連
鎖
の
過
程
で
あ
る
。
斉
楽
的
意
味
を
と
り
わ
け
活
性
化
す
る
の
が
、
期
待
か
ら
の
何
ほ
ど
か
の
離
反
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
心
理
音楽における「体系」と「意味」
七
九
音
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
「
意
味
」
八○
的
情
動
が
と
り
わ
け
換
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
こ
こ
で
問
題
で
あ
る
の
は
、
調
性
音
楽
の
規
約
に
沿
う
音
楽
作
品
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
う
し
た
音
楽
の
聴
体
験
が
重
な
る
と
き
、
当
初
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
で
あ
っ
た
進
行
そ
の
も
の
が
常
套
句
と
化
し
て
、
い
わ
ば
規
約
化
し
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
事
態
が
し
ば
し
ば
発
プ
Ⅳ
パ
プ
リ
イ
ネ
セ
サ
リ
リ
イ
生してくる点である。常套句と化すとき、土日の進行のありかたが、蓋然的というよりも必然的であるが故に、期待も
また成立しない。この事情が、調性音楽において、規約からの絶えざる逸脱とその再編を生みだしてきたのである。
調性という規約は、定術的な要素と可変的な要素を合せ持っているように思われる。前項で略述した調性脊楽の原
初的規約は、川調性概念の根本が幸、階固有汗列の設定とそれを支える三和背の位階的関係にあり、爾余の規約の改変
・
拡
大
も
こ
の
雑
木
爪
則
か
ら
の
臆
に
お
い
て
縦
廊
さ
れ
る
、
②
規
約
の
了
解
が
聴
き
手
の
側
で
聯
鋤
で
あ
る
Ｉ
オ
ク
タ
ー
ブ
＃
の
差
典
性
と
自
然
三
和
音
の
判
別
が
あ
れ
ば
知
覚
可
能
ｌ
と
い
う
二
激
に
よ
っ
て
、
定
常
的
と
も
い
え
る
．
遡
側
旋
法
的
特
殊
性
を
含
ま
ぬ
タ
イ
プ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
宵
楽
が
、
こ
の
範
囲
の
卉
楽
言
語
で
展
開
さ
れ
る
の
は
こ
う
し
た
根
拠
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
刷
時
に
、
そ
の
規
約
は
、
逸
脱
的
脅
藤
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
と
り
入
れ
Ｉ
例
え
ば
、
四
の
和
灘
狐
の
和
》
卿
は
、
元
来
が
非
和
声
音
で
あ
っ
た
も
の
が
規
約
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
典
型
で
あ
り
、
十
九
世
紀
後
半
の
半
脊
階
的
和
声
に
な
る
と
、
調
性
と
い
う
規
約
に
包
含
し
う
る
極
限
の
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
ｌ
し
か
も
そ
の
臓
初
的
な
規
約
性
を
次
第
に
喪
失
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
点
で
は
、
可
変
的
で
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
。
調
法
と
い
う
規
約
の
確
立
が
、
音
楽
的
意
味
の
固
有
の
次
元
を
創
出
し
、
音
楽
的
意
味
の
追
求
の
積
み
重
ね
℃
じ
じ
、
℃
Ｕ
Ｔ
Ｕ
ｂ
℃
が調性そのものの規約性を次第に解体させてきた、したがってまた、調性の規約に由来する音楽的意味そのものを解
体させる過程として展開してもきたのである。別言すると、調性音楽の規約とその逸脱の関係には、今ここでそれを
明示的に述べられないが、知覚の許容する或るぎりぎりの閾というものがあって、その閥を越えると、少くとも調性
的規約からの脊楽的意味の了解は不可能ということになるのであろう。しかもこの側自体が歴史的に、また仙人の聡
体験の累秋によって変化するということだろう。
われわれのこれまでの行論は、調性という音程を中心とする規約性からの錘Ⅱ楽意味論であった。調性卉楽の場合に
は、その規約性の中心が脊穆にあるため、必しｂこうした股開は無理とはいえないが、その規約性が弛緩した形態の
音楽になると、この観点からのアブ、－チではどうにも不充分である。規約が脊漉にとどまらず大変多値的であるか
Ｕ
らだ。二○世紀のＡ・シェーンベルクの十一一斉主義の土川楽、ドピュッシー、シェーンベルク以降の土Ⅱ楽になると、幸Ⅱ
、
じ
じ
ｂ
ｂ
Ｄ
、
職にかんしても、「調性」「体系」が妥当しないだけでなく、それとは別の、リズムや青色などの規約性自体を理論化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
規
約
聴
き
手
の
側
の
規
約
性
の
了
解
の
関
係
を
理
論
化
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
音
程
と
は
別
な
契
機
を
音
楽
の
規
約
の
中
心
に
棚
え
て
い
る
民
族
の
音
楽
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
斉
楽
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーションの前提となる規約性の複合体、つまりわれわれの用語でいって『体系』の輪郭が浮びあがってくることと思
われる。そういう課題が残されていることを念頭において稿を閉じたいと思う。
注
Ｕ
Ｄ
ｂ
ｂ
（１）Ⅲ隔爪理による分制でつくりだされた３度は、全濟附の３度と側打的に、一致する一」とはあるけれども、川陥凧迦にもと
づき３度を盗窓的につくりだせる可能性こそは、多薑様な旋法のⅢ花を保証する。全汗階的３度はむしろその洲花の俺鵬に他な
’
ｌ
らない。ピクゴラスの幸脚賠でつくられる３度左側は、羽×いⅡ牝で、全汗階３度よりも胸・一・弧Ⅱ殉だけ大きい。
く
８
８
８
（２）前掲、安藤、池腐、角介訳一一一’四頁。
（３）平均体の必然性をもう少し理論的に展開した耕作としては、四四「引く可・ｏ－８ｐ夛昏』計Ｑ』同斡恩冒、１局（Ｕ１ｐ輿・ロ．ごｇ）〔平
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川
正
徳
訳
『
汗
楽
工
学
』
、
一
九
六
九
、
誠
文
錐
新
光
社
〕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
純
正
綱
謝
階
で
は
各
オ
ク
タ
ー
ブ
当
り
少
な
く
と
も卯個の離敞的川波数を必要とする。純正調汗階における川波数の数が非常に大きいために、純正調汗階で葵するために間正
辮を持った楽器を作ることは爽川的でないことが明らかである。この欠点をさけるために妥協の斉階が生じた。これを蝉分平
均休濟階と糸付ける」。〔同訳榔四○’四一瓦〕
（４）前掲、安鵬・池腐・角介訳井所収の池官英才論文認川獺班論の雑礎について」参照。
（５）「半脊隣は全音階の次に来る需程構造であり、全脊階のさらに細分化された表現としてつねにこれに従風する。半濟階は
このような起源や発祥を捨象してそれｎ体で存在するわけにはゆかない」。］Ｐ２厘．ｇ昌一ｑ弓・口蔦国貿。、母鳥＆控目ｃ局
」辱い§『向し］勺可・口⑭。Ｆ８月体Ｑの．ご臼）〔藤川幸雄・若桑毅訳『卉楽分析』、一九六八、脊楽之友社、一一五一回〕。
（６）前掲、安藤、池樹、角公訳五頁。
（７）前掲、安藤、池宮、角倉訳一八頁。
（８）皆Ｂ旨い◎ず。己２百ｐｇＱＱ弓胃ｐ』い｝量』Ｑ§且「＆§⑮（（§い』円い〔磯部忠正訳『意志と表象としての世界』、一九七○、
理想社〕。恩息＆国自切一一・岸・『ずヨミ目沖旦時３‐印ご蔑図・局２〔渡辺護訳『齋楽美論』、一九六○、珊波文脈〕・呵凰氏屋○ヶ
ｚ】§◎ず・・ロ。（服ゲ月旦の『円３ｍ・臼⑪】巴⑭．〔町尼幹二訳『悲劇の誕生』、一九七四、中公文岬〕。なお田８コ②ａ国・属Ｑｑは
同副・域・嵐§且』辱§旬的苛学昏鳥（】や⑪①．○江８，．印の砿吻）の日頭で、濟楽の意味にかんする従来の論争を次のように躯理し
た。まず「宵楽的意味が作仰Ｍ自体にもっぱら内在する」ことを主張する．へ画ずい。－口［厨［薯とそれにとどまらず「斉楽が、概念や行
肋や噸慨や性絡などの商楽外的仙界を指向する意味を伝途する」と主張する倉３斤『の貝莅］】い［のどの川の論争。もうひとつは、美
学上の、。．｛・§画一】⑫［．、対含の×勺『・圏・昌駕．》の論争である。後粁はどちらの立粉も青梨的愈味が燕川染内在的な仙猟のものである
（『の病の、§骨一な意味を持たない）ことを認めている点では共通するが、滞楽的意味という概念を、作ｎｍに現われた齋蕊的鮒側
係の知覚と理解にとどめるか、むしろそうした関係が聴き手の感怖を換起する点に主眼を低いて設定するかによって、．【。『・
目屏行．》倉、溌頁の凶・鳥【．、に分岐する。マイャーの凡解では、これらの論争は論争として展側されたけれども、論点のちがいで
あって、机瓦に排他的な立場の対立ではない。汗楽的意味が作肌川に内在するという主扱は、卉楽が卉楽外的意味を付柵するこ
とを強調する立場と机穿れないものではないし、作品の音楽的諸関係を知的に知覚することは、それが精勤を喚起することを
否定するものではない。このため、その本では、考察の重点を作品自体に内在する音楽的意味に限定し、認知心理学の諸概念
をⅢいて、作船に盛られた斉楽的諸関係の知党と理解が怖肋を換起する過程を分析している。木稿のここでの記述については
かれの所総に負うところが多い。またかれの所論にふれた二つの論文、波田野立余夫・久原恵子「汗梁受容過秘への總知心理
学的接近」、徳丸吉彦「齋楽における享受の役劉とその教育について」（いずれも『研究紀要』第一難所収．一九六六、国立濟
楽大学）も合せて参考にした。
（９）のロ切目口・宍・ぽ品９．量・ぃ８ヶ》旨ｐ』浄巳穴ＧＢ四割ａ》』。α①）〔久野茂型・池上作太・批志徽二・近藤洋逸祇『シン
ボルの哲学』、一九六○、鰐波懇店、二七七瓦〕。
（、）炉・国・旨の邑の『・同言・§閏§凰罵§侭（９－８曲・・巳⑫①）、また注（８）を参照せよ。
（ｕ）規約の了解といっても、それは別に和声学の学習を必要とするということではない。オクターブ各吝の差異と同定、協和
不協和・普秘の差異と同定を識別する知覚能力が、調性轡楽の臆体験を煎れるなかで形成されておれば、それで僻わないので
ある。織別の知党の能力自体は人間の生得的能力に近いものと思われるが、脊梁言語のうちにそういう差異が定在されていな
し
＄
ヴ
ァ
シ
ト
いかぎり、燕脚楽に有意なものとしての識別は不可能である。その意味では文化の所産としての能力で、調性音楽のいってい
の臆体験を前提とする。
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